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枕状溶岩

枕状溶岩とは玄武岩質匁どの粘性の小さ抜溶岩流に多くみらオ1る水中

または沼地や湿地牽流れた溶岩流に特徴的に生ずる枕状構造をもつ走溶

岩である､枕状の団塊はガラス質のち密な皮殻を持ち放射状の節理

が発達する.

この写真は1973年3月6目に神奈川県三浦半島の新第三系矢部層群中

に見出された枕状溶岩の横断面を示す露頭である.本城の矢部層群の

平均走向は東西である.従来三浦半島では枕状溶岩の存在は知られ

ていなかった.団塊はかんらん石玄武岩である.鏡下の観察では

かんらん石斑晶は輸かくを残すだけでカルサイトおよび粘土鉱物で充

填されている.斜長石の多くは急冷を示す骸晶をなし石基のガラス

は完全に粘土化している.

写真の団塊断面で放射状節理の発達が良くみられるカミこの節理はカル

サイトで充填されている.またこの団塊は二次的に移動した形跡がみ

られる.この枕状溶岩については地質調査所報告に記載される.

(文木村政昭写真正井義郎)�


